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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
累計期間

第51期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 11,042,587 10,567,199 28,536,372

経常利益 （千円） 607,200 538,378 2,065,957

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 363,696 366,674 1,362,764

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △213,687 △501,682 △127,063

純資産額 （千円） 10,970,386 10,040,216 10,815,908

総資産額 （千円） 18,002,911 17,876,850 15,819,342

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 22.40 22.75 84.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.1 55.4 67.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,518,029 △1,860,554 525,336

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △45,508 203,461 △102,969

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 851,689 1,423,221 △827,454

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 379,042 447,856 684,239

 

回次
第51期

第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.35 10.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

４．当社は平成27年10月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用や所得の改善がみられ穏やかな回復が見られたものの、

米国の景気・金融政策の行方や中国をはじめとするアジア新興国の景気減速の影響等により世界経済は依然不透明な

状況で推移しており、為替相場や株式市場が大きく変動する不安定な状況が続いております。

　このような環境の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は、自動車関連卸売事業の減少により10,567百万円（前

年同期比△4.3%）と475百万円の減収となりました。営業利益はグループ一丸となって収益改善を推進したものの売

上高減少の影響により414百万円（前年同期比△34.5%の減益）、経常利益は538百万円（前年同期比△11.3%の減

益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、税率の低減等により366百万円（前年同期比0.8%の増益）となりまし

た。

（セグメント別の概況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  
自動車関連
卸売事業

自動車関連
小売事業

福祉事業 その他 調整額 連結

売上高

当第２四半期連

結累計期間
9,155 786 209 469 △52 10,567

前第２四半期連

結累計期間
9,714 677 235 468 △54 11,042

セグメント

利益又は損

失（△）

当第２四半期連

結累計期間
432 △17 △29 30 － 414

前第２四半期連

結累計期間
683 △40 △48 39 － 633

 

　　　（自動車関連卸売事業）

　自動車関連卸売事業の売上高は、9,155百万円となり前年同期比559百万円（△5.8%）の減収となりました。これ

は、自動車用品市場低迷・昨季暖冬による在庫過多・需要低迷による販売競争激化・円高等で想定以上の売価下落

によりメイン商品のアルミホイールの売上が減少したことによります。また、利益につきましても販売数量の減少

および売価下落が影響し、セグメント利益は432百万円となり前年同期比251百万円（△36.7%）の減益となりまし

た。

（自動車関連小売事業）

　自動車関連小売事業の売上高は786百万円となり前年同期比108百万円(16.0%)の増収となりました。これにとも

ない、セグメント損失は17百万円となり前年同期比22百万円の改善となりました。

（福祉事業）

　福祉事業の売上高は、不採算サービスの再構築等により、209百万円と前年同期比26百万円(△11.4%)の減収とな

りました。セグメント損失は、年初よりの改革が進み、また共通費の配賦率変更等により、29百万円となり前年同

期比19百万円の改善となりました。

（その他）

　携帯電話代理店事業の売上高につきましては、ほぼ前年同額の424百万円となり前年同期比0百万円（0.2%）で微

増、賃貸事業の売上高は44百万円と前年とほぼ同額となり、合わせて469百万円となり若干の増収（0.1%）となり

ました。セグメント利益は、携帯電話代理店事業において、5百万円と前年同期比9百万円（△63.9%）の減益とな

りました。これは共通費の配賦率変更等が影響したためです。また、賃貸事業は24百万円で前年とほぼ同額とな

り、合わせて30百万円と前年同期比9百万円（△23.0%）の減益となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は447百万円となりました。な

お、当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な要因は次の通りです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動に使用した資金は1,860百万円（前年同四半期は1,518百万円の使用）になりました。主たる要因は四半

期純利益の計上、仕入債務の増加等による調達はあったものの、自動車関連卸売事業におけるたな卸資産、前渡金

の増加及び法人税等の支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により得られた資金は203百万円（前年同四半期は45百万円の使用）になりました。主たる要因は保険

積立金の解約によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は1,423百万円（前年同四半期は851百万円の獲得）になりました。主たる要因は短

期借入金の調達によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

(4）研究開発活動

特記すべき事項はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

３〔財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析〕　(1)業績の状況をご参照ください。

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第２四半期連結累計期間における資金については、前渡金の増加、たな卸資産の増加等に対応するため短期借

入金1,803百万円を実施し、一方、長期借入金の返済101百万円を実施いたしました。当第２四半期連結累計期間に

おける資金については、運転資金は金融機関より短期借入金で対応し、大規模な設備投資等の必要資金については

資金必要時の金融状況を鑑みて、所定の社内手続を経て金融機関より長期及び短期の借入金にて賄う方針でありま

す。

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、自動車用品アフターマーケットの成熟化や競争激化等に対応すべく体制強化に取り組んでおり

ますが、雇用・所得環境の悪化は、消費者心理の悪化と車離れを加速させており、当社グループと密接な関係にあ

る自動車業界や自動車用品のアフターマーケットの需要は停滞しております。

　当社主力商品のアルミホイールは、流行や嗜好性が強く販売競争や季節変動等により過剰品や不活動品が生まれ

やすい問題点を抱えていましたが、数年来商品管理の在り方を見直して方針管理の徹底に取り組んだ結果、過剰・

不活動在庫を一掃するところまで改善が進みました。今後は、降雪状況に左右されない販売・生産・適正在庫を目

指して参ります。

　連結子会社㈱バーデンは、自動車用品小売事業を戦略部門に掲げており、昨今は市場低迷により店舗収益力が低

下しているので先ずは店舗の体質改善策に取り組み、収益力を高めることを追求して参ります。

　また、福祉事業におきましては赤字を一掃すべく不採算事業の再構築及び競争激化に対応すべく他施設との差別

化を進め入居者の増加に努めて参ります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 53,340,000

計 53,340,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,118,166 16,118,166

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 16,118,166 16,118,166 ― ―

 

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～

　平成28年９月30日
― 16,118,166 ― 852,750 ― 802,090
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(6)【大株主の状況】

  平成28年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

中央精機株式会社 愛知県安城市尾崎町丸田1-7 6,167 38.26

碧海信用金庫 愛知県安城市御幸本町15-1 520 3.23

石　原　勝　成 愛知県安城市 480 2.98

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 355 2.20

六和機械股份有限公司
東京都中央区新川1-17-21

常任代理人　東海東京証券株式会社
256 1.59

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 237 1.47

平　倉　昭　雄 東京都小金井市 147 0.91

伊　澤　　秀 愛知県額田郡 145 0.90

加　藤　博　久 愛知県安城市 128 0.79

民享工業股份有限公司
東京都中央区新川1-17-21

常任代理人　東海東京証券株式会社
123 0.77

計 ― 8,559 53.11

 

 

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 　普通株式 16,115,000 161,150 単元株式数　100株

単元未満株式 　普通株式     3,166 ― ―

発行済株式総数 　　　　　 16,118,166 ― ―

総株主の議決権 ― 161,150 ―

 
 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
 
 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 684,239 447,856

受取手形及び売掛金 3,345,280 3,062,853

電子記録債権 146,845 86,677

商品 2,926,848 3,939,901

仕掛品 224,706 197,702

原材料及び貯蔵品 48,843 45,002

繰延税金資産 154,016 496,027

デリバティブ債権 11,754 －

前渡金 806,250 2,394,356

その他 238,308 211,730

貸倒引当金 △2,319 △2,307

流動資産合計 8,584,775 10,879,800

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,004,597 4,007,057

減価償却累計額 △2,198,155 △2,255,200

建物及び構築物（純額） 1,806,442 1,751,857

土地 3,060,081 3,060,081

その他 888,243 893,547

減価償却累計額 △739,316 △758,679

その他（純額） 148,927 134,867

有形固定資産合計 5,015,451 4,946,806

無形固定資産   

のれん 199,616 189,044

その他 42,459 36,252

無形固定資産合計 242,076 225,297

投資その他の資産   

投資有価証券 1,182,744 1,129,801

繰延税金資産 66,748 82,860

退職給付に係る資産 85,691 90,081

その他 655,599 525,829

貸倒引当金 △13,746 △3,628

投資その他の資産合計 1,977,039 1,824,945

固定資産合計 7,234,566 6,997,049

資産合計 15,819,342 17,876,850
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,879,428 2,251,498

短期借入金 1,231,752 2,941,278

未払法人税等 497,200 170,998

携帯電話短期解約返戻引当金 593 382

賞与引当金 136,457 149,581

役員賞与引当金 41,600 11,002

デリバティブ債務 615 1,183,339

その他 554,257 479,808

流動負債合計 4,341,904 7,187,890

固定負債   

長期借入金 21,148 13,648

繰延税金負債 105,761 89,529

修繕引当金 70,000 76,000

役員退職慰労引当金 91,470 95,500

退職給付に係る負債 72,953 74,109

資産除去債務 20,053 20,282

その他 280,142 279,672

固定負債合計 661,529 648,743

負債合計 5,003,434 7,836,633

純資産の部   

株主資本   

資本金 852,750 852,750

資本剰余金 802,090 802,090

利益剰余金 8,791,688 8,884,354

株主資本合計 10,446,528 10,539,194

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 185,192 150,788

繰延ヘッジ損益 7,726 △820,944

為替換算調整勘定 31,044 28,534

その他の包括利益累計額合計 223,963 △641,622

非支配株主持分 145,415 142,643

純資産合計 10,815,908 10,040,216

負債純資産合計 15,819,342 17,876,850
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 ※１ 11,042,587 ※１ 10,567,199

売上原価 8,418,007 8,228,206

売上総利益 2,624,579 2,338,993

販売費及び一般管理費 ※２ 1,990,803 ※２ 1,924,114

営業利益 633,776 414,879

営業外収益   

受取利息 135 129

受取配当金 8,817 11,125

持分法による投資利益 9,517 14,953

保険解約返戻金 3,868 98,524

その他 8,970 10,797

営業外収益合計 31,308 135,529

営業外費用   

支払利息 6,177 3,878

為替差損 475 6,480

役員退職慰労引当金繰入額 50,095 －

その他 1,136 1,672

営業外費用合計 57,884 12,031

経常利益 607,200 538,378

税金等調整前四半期純利益 607,200 538,378

法人税、住民税及び事業税 259,143 166,061

法人税等調整額 3,629 8,029

法人税等合計 262,772 174,090

四半期純利益 344,427 364,287

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △19,268 △2,387

親会社株主に帰属する四半期純利益 363,696 366,674
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 344,427 364,287

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △27,722 △34,788

繰延ヘッジ損益 △530,758 △828,671

為替換算調整勘定 367 △2,510

その他の包括利益合計 △558,114 △865,970

四半期包括利益 △213,687 △501,682

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △194,260 △498,910

非支配株主に係る四半期包括利益 △19,426 △2,772
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 607,200 538,378

減価償却費 98,847 87,882

のれん償却額 10,571 10,571

保険解約返戻金 △3,868 △98,524

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,860 1,156

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 54,275 4,030

短期解約返戻引当金の増減額（△は減少） △240 △210

賞与引当金の増減額（△は減少） 66,369 13,124

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,100 △30,597

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △4,253 △4,389

修繕引当金の増減額（△は減少） 7,000 6,000

前渡金の増減額（△は増加） △1,156,499 △1,588,105

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,733 △10,129

持分法による投資損益（△は益） △9,517 △14,953

売上債権の増減額（△は増加） △16,589 342,595

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,164,295 △982,208

仕入債務の増減額（△は減少） 629,757 372,069

その他 △81,277 △42,362

小計 △985,494 △1,395,671

利息及び配当金の受取額 25,370 28,063

利息の支払額 △6,533 △4,330

法人税等の支払額 △551,372 △488,616

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,518,029 △1,860,554

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △301 △299

有形固定資産の取得による支出 △39,101 △5,601

有形固定資産の売却による収入 213 －

無形固定資産の取得による支出 △12,000 △4,455

保険積立金の積立による支出 △4,388 △4,302

保険積立金の解約による収入 10,211 218,146

その他の支出 △370 △809

その他の収入 228 783

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,508 203,461

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,234,565 1,803,200

長期借入金の返済による支出 △116,258 △101,174

自己株式の取得による支出 △50 －

配当金の支払額 △259,953 △274,117

リース債務の返済による支出 △6,612 △4,687

財務活動によるキャッシュ・フロー 851,689 1,423,221

現金及び現金同等物に係る換算差額 367 △2,510

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △711,481 △236,383

現金及び現金同等物の期首残高 1,090,523 684,239

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 379,042 ※１ 447,856
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　当社グループは、第１、第２、第４四半期連結会計期間の売上高に比べ、第３四半期連結会計期間の売

上高が増加するため、業績に季節的変動があります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　当社グループは、第１、第２、第４四半期連結会計期間の売上高に比べ、第３四半期連結会計期間の売

上高が増加するため、業績に季節的変動があります。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります（なお、退職給付会計は簡便

法を採用しております。）

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

給料・手当 509,421千円 508,148千円

賞与引当金繰入額 184,553 134,384

役員賞与引当金繰入額 19,800 11,002

退職給付費用 17,707 16,169

役員退職慰労引当金繰入額 7,540 6,860

修繕引当金繰入額 7,000 6,000
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 379,042千円 447,856千円

現金及び現金同等物 379,042 447,856

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 259,811 32.0  平成27年３月31日 平成27年６月25日　利益剰余金

 

 

　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

　　　　期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月28日

取締役会
普通株式 162,381 20.0  平成27年９月30日 平成27年12月14日　利益剰余金

（注）当社は、平成27年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の株式分割を行いました

　　　が、１株当たり配当額は、株式分割が行われる前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 274,008 17.0  平成28年３月31日 平成28年６月29日　利益剰余金

 

 

　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

　　　　期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月28日

取締役会
普通株式 161,181 10.0  平成28年９月30日 平成28年12月13日　利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計 調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
自動車関連

卸売事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高         

外部顧客へ

の売上高
9,662,628 675,278 235,926 10,573,834 468,752 11,042,587 － 11,042,587

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

52,170 2,415 － 54,586 － 54,586 (54,586) －

計 9,714,799 677,694 235,926 10,628,420 468,752 11,097,173 (54,586) 11,042,587

セグメント利

益又は損失

（△）

683,623 △40,087 △48,889 594,646 39,129 633,776 － 633,776

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、携帯電話代理店事業、賃貸

事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計 調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
自動車関連

卸売事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 計

売上高         

外部顧客へ

の売上高
9,102,677 785,996 209,125 10,097,799 469,400 10,567,199 － 10,567,199

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

52,680 287 － 52,968 － 52,968 (52,968) －

計 9,155,357 786,284 209,125 10,150,767 469,400 10,620,167 (52,968) 10,567,199

セグメント利

益又は損失

（△）

432,408 △17,787 △29,870 384,750 30,129 414,879 － 414,879

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、携帯電話代理店事業、賃貸

事業であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益（又は損失）の測定方法の変更）

　前連結会計年度まで、連結子会社㈱バーデンの管理部門に係る営業費用は、各セグメントの従業員の

就業時間比率により配賦をしていましたが、当連結会計年度より事業構造を変化させていく中で、報告

セグメント別の経営成績をより適切に反映させるため、第１四半期連結会計期間より、従業員の就業時

間比率を基準とした配賦方法から関連が明確な費用については関連するセグメントのみに配分し、それ

以外の費用については、セグメント別の貢献利益を基準とした配分方法に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント損失が、

それぞれ「自動車関連小売事業」で940千円、「福祉事業」で8,639千円改善し、セグメント利益が、

「その他の事業」で9,579千円減少しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　会計方針の変更に記載の通り、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方

法を同様に変更しております。

　この変更による、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益（又は損失）に与える影響は軽微であ

ります。

 

（金融商品関係）

該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 22円40銭 22円75銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
363,696 366,674

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
363,696 366,674

普通株式の期中平均株式数（株） 16,238,207 16,118,166

  (注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　2.当社は、平成27年10月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。これに伴い、前連結会

　　　　　計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して1株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、平成28年10月28日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己

株式の取得を以下のとおり実施いたしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行及び株主への利益還元を図るため。

 

２．自己株式の取得に関する決議内容

(1)　取得する株式の種類

当社普通株式

(2)　取得する株式の総数

90,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 0.56％）

(3)　株式の取得価額の総額

53,730,000円（上限）

(4)　取得日

平成28年10月31日

(5)　取得の方法

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

 

３．自己株式の取得結果

　平成28年10月31日、上記による取得の結果、当社普通株式80,000株（取得価額47,760,000円）の買付け

を行い、当該決議に基づく自己株式の取得は全て完了いたしました。

 

 

 

 

２【その他】

　平成28年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………161百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月13日

（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月４日

株式会社ウェッズ

取締役会　御中

 

 東 陽 監 査 法 人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　田　岳　司　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 長　田　洋　和　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウェッ

ズの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウェッズ及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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